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近畿地方や中国 ・ 四 国地方 の線状降水帯の構造と維持機構 （その 1）
　　　 山下寛 ・武 田寅彦 （大阪管区気象台） ・

栗原 佳代子
・金森恒雄 （広島地方気象台）

　　　　　　　　　熊原義正 （大阪管区 気象台 ） ・　’wa古 弘 （気象研 究所 ）

1．まE　 こ 大阪管区 内の 気象台と気象研 究所では 、
近畿地方や 中国・四国地 方 で 発生 ・発達した線状降水

帯に つ い て、そ の 内部構造と維持機構等を明らか にす

るため に地方共同研究を行 っ て い る。今回は共同研究
の成果か ら大阪管 区気象 台と広島地 方気象台が解析

した事例にっ い て報告する。
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丞彊i2004年5月 13日の 夕方か ら宵の うちに か け て
、

大阪平野 で は寒冷前線前面 の 暖域内で 2 つ の 線状降

水 帯 （A ，B）が発生 した。 空 港気象 ドップラ
ー

レ
ー
ダ
ー
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の反射強度やデュアル解析の 結果を用い て、線状降水

帯の 内部構造や発 達・維 持機構を調査した結果 、大阪

平野 周辺 の 地形や下 層風 の 収 束などが、線状降水

帯 の 発 達に大きく寄与してい るこ と、 2つ の 線状降水 帯
の 構 造 に違 い が見 られ るこ とが わか っ た 。

S W 　 700hPaの ショ
ートトラフや 下層 の シヤーに

対応 し、盛 衰を繰り返 しながら西から進ん で きた雨雲は、
明石 海峡を抜けて 大阪湾 に入ると、紀伊水道か らの暖

気移流の 強まりや六 甲山付近 の 地形 による強制上 昇

によっ て急発 達し、線状降水帯に組織 化 した。大阪 平

野 に入 ると、さらに北摂山 地から京都方面 の 山側へ 伸
び て い っ た 。 線状降水帯A が南西か ら北東に移動する

間も、降水帯の側面 に暖湿気流が供給され て い た こと

か ら、「パ ックアンドサイドピルディング」で あることがわか っ た 。

瀬戸 内海か ら降水帯に入 る下層の 気流が 、降水 帯を

速い 速度で移動させ て い た 。 また最盛期 に は、降水帯
の 北東部分に 吹き込 む 生 駒山 で 屈折した南風 が 、降

水帯の 維持 に寄与し て い た （図 1）。

墜 隆丞 萱旦 大阪平野を南下して い っ た線状 降水

帯 A は、泉州付 近で弱まり停滞気 味にな っ てい たが 、

700トラフの 接近により再発達 し始め 、 線状降水帯Bを形

成した。高松の ウィンドプロファイラ
ー
で 見えた 中層の 乾燥

空気の 流入 が対流の発達に対応してい ることか ら（図

省略 ）、乾燥気塊による対 流不安定が強 まりが、組織 化

の 要 因 の
一

つ と考えられ る。また 、850hPa以 下 で は紀

伊水道か らの 南風と瀬戸内海からの 西風による収束が

み られ、紀淡半島付近で エ コ ーが次 々 と発 生し、発 達し

な が ら北東進 してお り、
「ハ

’
ックピルディング」型 の 特徴を

持っ て い るが、中層後面からの 乾燥空気の 流入 が 認 め

られる ことか ら、スコールライン型の 特徴も合わ せ もっ た構

造と考えられる。

図 1 線 状降水帯 Aの 概 念図 （左 ：発 生期、右 1発 達期〕
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幽 2003年 7月 18日宵の うちに、温暖前線通

過 に伴い 発 生 した 線状降水帯が 、広 島県 で 1時間 30ミ
リ前後の 激しい 雨 を降らせ た。この 事例に つ い て解析

したところ 、 中層の 乾燥気塊 、 地形 の 影響でより強化さ

れ た 「パ ックアンドサイドヒ
’
IVデ ィング」の 構造や降水メカニ ズ ム

を持 っ て い た ことがわか っ た 。 降水帯の 形成時 の前線

に向か う下層暖湿気流は 、九州 山地や 四国山地の 影

響で 、 九 州北部の流れ と、 九州東側を迂 回して豊後水

道に 入 る流 れの 2つ に分か れ 、そ の 2つ の 気 流が中国

地方で 収束して い た（図2左）。また、中層で は乾燥気塊

が流入 してい て、対 流不 安定を強化 してい た。

a．　 　 の 　 v で ・　 彡 　 　 　 こつ い

下層 の 暖湿 気塊が 、 温 暖前線に 伴う下層風収束に より

上昇し、対流を発生 させ て い た。発生 した 対流雲 は 、
中層の 乾燥気塊の 影響で 発達しなが ら、中層の 南西

風 に よ り前線面上 を北東側 に移動した。前線面 上 で も、
前線 の 傾斜や 風 の 収束により暖湿 気塊が 上昇す る状
況 が持続 して い た 。 また、対流雲の 移動後も、南西側

（中層風 の 風上側 ）の 前線部分に新たな上昇流が発生

し、 発 生した対流雲が発達しながら移動するとい う過程

を繰り返し、線状構造を形成して い た（パ ックピルテンング、
図 2右上）。

b． L
　 の 1 　

’・　 　 　 　 こつ い
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ックピルデ ィングにより移動してきた降水帯が、中国山

地 ま で 移動す ると、降水帯側面 の 上 昇流が 南か らの 暖

湿 気流が山地 によっ て 持ち上げられ る地形 の 効果 で

強化 されて い tteそ の 後 、この 降水 帯 の 南側 、つ まり、

側 面に流入 するインフロ
ー

の 上流側で 、線状降水 帯の 冷
気外 出流 に よっ て 別 の 降 水帯が発 生 した（サイドピルディ

ング）。この 降水帯は先に発生 した線状降水帯 へ の 暖

湿気塊の流入を妨げ、先に発 生した降水帯は次第に

衰弱 して い っ た（図2右下）。
こ れらの こ とは側 面 か ら供

給され る気流が、線状降水帯の 維持に重 要であること

を示 して い る 。

4 ，∠辷後 今回 、解析した線状降水帯 には、地形の 効

果が大きく寄与 して い るこ とから、 今後 、 地 形 が線状降
水 帯の 形成 に及 ぼす効果

を調 べ る。

↓

　 　 　 図22003 年7月18 日の 線状降水 帯 の 模 式図
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